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一回戦第二試合。関東予選を勢いよく勝ち上がった横浜創学館高校と、中国予選で昨年 

度王者岩国工業と接戦を繰り広げた岩国高校の試合。開始直後、14 番村上のシュート 

で岩国が先制するも、横浜創学館も 4 番輪島の連打、14 番穂積のスピーディな速攻で 

 反撃。前半 10 分を 7-4 と横浜創学館がリードするも、岩国も 6 番持丸のサイドシュ 

―ト、14 番村上のミドルで食い下がり両者一進一退の展開。流れを掴みたい両者であ 

ったが、岩国は相手の積極的な DF を攻めあぐね連続失点。一方の横浜創学館は 3 番 

中村のミドル、DF からの速攻で得点を重ねリズムを作り、前半を終える。 

後半立ち上がり、前半終盤の勢いのまま横浜創学館は 4 番輪島のミドル、積極的な DF 

からの速攻でリードを広げる。岩国はこの試合 2 回目の TO から 7 番木原、15 番大西 

らで加点するも、退場者が相次ぎ流れを掴めない。2 番中田の速攻、サイドシュートな 

どで後半リズムを掴み、得点を重ねた横浜創学館の快勝であった。 
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関東ブロックから 2年連続 3回目の出場となる高津高等学校（神奈川）と九州ブロックから初出場 

となる清峰高等学校（長崎）の対戦。どちらもまずは初戦突破を目指しての戦い。 

高津のスローオフで開始。４番（小川）のシュートで高津が先制。高津の連続得点の後、清峰 5番 

（木下）のロングが決まり 1点を返し 2対１となるが、高津の３連続得点で５対１となる。7分 35 

、たまらず清峰がタイムアウト。直後に 1点を返し 5対 2とし、その後試合は両チームが得点できな 

いまま進み、17分 57高津がタイムアウトを取る。18分 40秒過ぎにようやく試合が動き、清峰が１点 

を返し 5対 3とする。その後も一進一退の攻防を繰り広げながら、徐々にペースをつかみ始めた高津 

が得点を重ね引き離そうとするが、清峰が粘りを見せ緊迫した展開が続く。しかし前半終盤に清峰の 

ミスを確実に得点に結びつけた高津が連続得点し、11対５の 6点差高津リードで前半を終えた。 

 後半は清峰の粘り強い守りで互角の勝負が続くが､14 対 6となった時点で清峰がタイムアウト。1 

点返すが、逆転の突破口とはならず、追撃を封じた高津がそのまま清峰を押切り 20対９で勝利した。 
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守りからの速攻を持ち味とする浦和実業と２年生が少ないながらも２年連続出場となるの福井商 

業の対戦。浦和実業のスローオフで前半スタート。攻守激しくメンバーが入れ替わる福井商業に対し 

丁寧なボール回しからミドルシュートを中心に攻める浦和実業。１３分、浦和実業に退場者が出た 

ことをきっかけに福井商業が７対６と逆転。１８分タイムアウトからの取り立て直しをはかる浦和実 

業ではあるが、福井商業は立て続けに速攻を決め引き離しにかかる。７ｍスローを止めるキーパーの 

活躍もあり、食い下がる浦和実業ではあるが、８対１３と福井商業５点リードで前半を終える。 

後半、浦和実業の得点からスタート。福井商業もポスト横山を中心に攻撃を組み立て一進一退の 

攻防が続く。後半１０分、ようやく持ち味の速攻で浦和実業の３番黒田が得点をあげると、この後 

少しずつではあるが点差をつめはじめる浦和実業。後半１８分、福井商業に退場者が出たことから 

２１分にようやく浦和実業が１８対１８の同点に追いつく。しかし、メンバーチェンジを利用し終 

始、運動量を落とすことのなかった福井商業が、からくも２点差をつけて勝利した好ゲームであった。 
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選抜大会男子１回戦は瓊浦と高山西の対戦。高山西のスローオフ。試合開始早々、瓊浦５番の 

ステップシュートで先制。高山西は６番を中心に１対１、クロスプレーを織り交ぜながら得点を重ねる。 

しかし、瓊浦のバックプレーヤー３人の力強い１対１、そして決定率の高いサイドシュートで徐々に 

点差が広がっていく。高山西は果敢に攻撃を仕掛けるが、厚みのある瓊浦の DFを崩すことができない。 

前半は２０対１３で瓊浦がリードで折り返す。 

後半開始直後、瓊浦は７ｍスローを獲得し、7番が落ち着いて決め先制。高山西は作戦を変え、3-3ＤＦ  

瓊浦のバックプレーヤーの 1対 1に対応する。リズムを掴んだ高山西は 3連続得点をあげたところで 

瓊浦は 9分 52秒にタイムアウトを取る。追い上げの雰囲気があった高山西であったが、10 分 12 秒に 

4 番が 3度目の退場となり、失格となる。その後、両校とも粘り強いＤＦで一進一退の状況が続く。 

終盤に高山西は 5連続得点をあげ、徐々に点差が縮まっていく。終盤に粘りをみせた高山西であったが、 

32 対 30 で瓊浦が逃げ切り、2回戦へ駒を進めた。 
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